
そよかぜ  7月園便り    令和 4年7月 1日（金） 

西東京市立そよかぜ保育園 

あっという間に梅雨が明け、猛暑がやって来ました。 

園庭も「遮光ネット」に「よしず」に「ミスト」。すっかり夏仕様になっています。 

玄関前にはプールも設置。6 月 29 日にプール開きをして、早速歓声が響いています。 

でもこの暑さには要注意！気温が上がりきらない時間帯に順番で入るようにしていきますので、早めの 

登園のご協力をよろしくお願いします。 

 

6 月は 2 年ぶりに「 親子遊ぼう会 」を開催しました。 

まだ園全体でというわけにはいかず、2 クラスずつ（クラスも 2 グループに分けています）での実施と 

なり、まず 2 歳クラス（シャボン玉あそび）・3 歳クラス（リズム遊び）が先陣を切りました。 

久しぶりにお父さん・お母さんと一緒に遊べるとあって、子どもたちはちょっぴりソワソワしながらも 

嬉しそう。もちろんはじけるような笑顔もたくさん見られましたが、自分たちがお手本になるんだと、いつ 

もより更に真剣に一生懸命取り組んでいて、これはお父さん・お母さんが見ていてくれたからこその姿 

だったかと思います。 

保護者の皆さんもたくさん身体を動かしてくださって、本当にありがとうございました。 

保育園での子どもたちの様子を少しでも見ていただけたことが、私たちも何より嬉しかったです！ 

やっぱり親子で過ごす時間、いいですね。 

7 月 2 日（土）には 4 歳クラス・5 歳クラスの遊ぼう会を開催します。子どもたちと一緒に思いきり身体 

を動かして楽しく遊びましょう。（暑さには充分気をつけながら！） 

＊遊ぼう会では試食会も実施しています。そちらの様子はホームページや給食だよりでご覧ください。 

 

余談になりますが、先日小学校 6 年生になる卒園児が 8 名ほど保育園に遊びに来てくれました。「会いた 

かったよ！」と声をかけると「ぼくも会いたかったです」との返答。敬語使ってる！（心の声）皆すっかり 

落ち着いて素敵なお兄さん・お姉さんになっていました。 

そんな子どもたちの姿を見て、思い起こせば保育園時代はヤンチャで暴れん坊で、大人と真剣にぶつか 

り合うこともあったな…と感慨深いものがあり、改めて乳幼児の時期にしっかり自分を出して、その姿を 

“丸ごと受け止める”ことの大切さを教えられた気がします。 

こうやって卒園してから何年経っても保育園に顔を出してくれるのは、私たちにとってとても幸せな 

ことです。 

もちろん子どもたちだけではなく、保護者の方たちにもいつでも立ち寄っていただける実家のような 

保育園でありたいと改めて強く思った次第です。 
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       いよいよ夏本番! 体調を整えて元気に夏を乗り越えたいですね。 

ハイハイやつかまり立ち、寝返りでの移動など部屋の中を元気に動く姿が増えて 

きました。晴れた日には散歩にたくさん出掛け、雨の日には繰り返し巧技台で遊んで 

いますよ。 

先日からタライプールでの水遊びが始まりました。顔に水がはねても気にせず、 

パシャパシャ。とっても気持ち良いですね。 

      

6 月は、たくさんに散歩に出かけ、道中や公園での探索を楽しみました。子どもたちが 

大好きなのは“ダンゴムシ”。お友達が「ダンゴムシいた！」と言うと、そこへ頭を寄せ 

合って集まり、ころんと丸まる様子を見たり、手の平に乗せて観察していましたよ。 

また、大人や友達とかくれんぼをすると、隠れる子、探す子に分かれ、「しーっ」 

「どこ～？」「こっちじゃない？」とそれぞれ話をしながら楽しみ、見つかると「あっ！ 

みーつけた！」「見つかっちゃった！」と、どちらも笑顔。繰り返し楽しんでいます。 

今月は、入園して初めてのプールでの水遊び。水の感触や冷たさを楽しんでいきます。 

  

先月後半は蒸し暑い日が続き、園庭での砂水遊びを楽しみました。砂山が出来上がると 

“よいしょよいしょ”と手足を着いて登っていくあひるさん。お尻を着いて滑り台のように 

滑り全身泥だらけになりながら、「もう一回！」と繰り返し登っていましたよ。また、少し 

高くなっている所から水たまりへジャンプしたり、水たまりを手で叩いて水しぶきが 

返ってくると満面の笑みで、水の感触や音も楽しみの一つとなりました。 

今月も水遊びを通して、気持ち良さを感じながら過ごしていきます！ 

   

暑い日が続くようになりましたね。園庭に出ると、自然と水遊びが始まります。 

大人が砂山を作っていると、バケツやタライ、カップなどで水を運び、周りに流し 

込んでいくひばり組。重くて、なかなか運べないときには、「手伝って～！」と大人や 

友達を呼んで一緒に運んでいます。そして、だんだんと水たまりが大きくなり、池の 

ようになると、砂山から飛び込んだり、中で跳ね回って楽しんでいますよ。 

また、水の入ったカップを片手に大人に近づいて「えいっ！」と、水を掛け合っている 

お友達もいます。全身びっしょりになって、気持ち良いです。 

夏に向けてどんどん暑くなっていきますが、プール遊びもダイナミックに遊んでいきます。 



 

先月は、暑い日が続き園庭では水遊びをしました。大きいタライに水を流し込んでいき 

子どもたち同士で「もっと運ばないと～」「水が足りないよ！」と協力していくはやぶさ組。 

カップやバケツなど使って大人を追いかけ水の掛け合いがスタート！！大人も本気 

モードになって、全身びしょぬれでとても気持ち良いです。 

また、砂山からダイナミックにジャンプし、砂場に作った池の中で、“カエル”や 

“ウサギ”のリズムを楽しんでいる子もいますよ。 

気温も更に高くなって暑くなっていきますが、プール遊びも楽しんでいきたいと 

思います。 

   

晴れて気温の高い日も多くあった 6 月。晴れの日には園庭でおもいっきりどろんこ 

遊びをしています。園庭遊びになると、スコップを使って「よし、掘るぞ～」と一生 

懸命に砂を掘り、山に穴を開通させて水を流す川作りが楽しく、みんなで協力し 

合っています。大きい山を作って、その上にブルーシートを被せ、ホースから水を 

流して‘’ウォータースライダー‘’の完成。滑った先は、みんなで掘った大きな 

穴に水が溜まっているので、盛大にジャバーン！手作りのスライダーなので、途中で 

止まってしまう子や、失速してしまいますが、身体を上手に使ってコツを掴むと、 

スピードに乗り、勢い良く水しぶきが凄いです。みんな全身泥だらけになって楽しん 

でいますよ。 

梅雨明けしていよいよ夏本番です！体調管理に気を付け、プール遊びもしつつ、 

たくさん身体を動かし遊んで行きます！ 
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7 月 園行事 

 
2 日（土）4.5 才 親子遊ぼう会     11 日（月）藤井先生ピアノ鑑賞（年長） 

5 日（火）栗本先生体育遊び      13 日（木）布団乾燥 

6 日（水）年長 園内お泊り保育     15 日（金）夏祭り 

7 日（木）七夕の会          26 日（火）誕生会・避難訓練 

 

 

   ▼ ホームページ情報                 そよかぜ HP QR コード 
            Blog 内にて園行事（じゃがいも掘り、親子遊ぼう会など） 

やお散歩先の紹介などもご紹介しています。 

 

 



７月  理事長コラム  
びじゅつかんへ お出かけ  おじいちゃんや おばあちゃんもいっしょに  

みんなでおでかけ うれしいな 

  
 こわくてかなしい絵だった たくさんの人が死んでいた  

小さな赤ちゃんや お母さん 

 
 風ぐるまや ちょうちょの絵もあったけど  

とてもかなしい絵だった 

 
 おかあさんが、七十七年前のおきなわの絵だと言った． 

本当にあったことなのだ 

 
 たくさんの人たちが死んでいて ガイコツもあった  

私とおなじ年の子どもが かなしそうに見ている 

 
 こわいよ かなしいよ かわいそうだよ  

   
きゅうにこわくなって お母さんにくっついた  

あたたかくてホットした これがへいわなのかな 

 
 おねえちゃんとけんかした 

おかあさんは 二人の話を聞いてくれた 
そして仲なおり これがへいわかな 

 
 せんそうがこわいから へいわをつかみたい 

ずっとポケットに入れてもっておく 
   ぜったいに落とさないように 

なくさないように わすれないように 

 
こわいをしって、へいわがわかった 

 

 職員のつぶやき  

今年度さくら組の担任をしています。私は昨年 2 月に娘が誕生し、現在は育児と仕事の両立に日々 

奮闘しています。そんな娘は 4 月から保育園に入園し、最近では笑顔で手を振り、別れられるように 

なってきて、ひと安心な母です。 

先日お風呂上りに着替えさせようとすると、自らズボンに足を入れようとし、さらには立ってズボン 

を持ちあげようとする娘の姿に感動しました。そして つい家ではやってしまっていたことを反省…。 

保育園に通い始めてまだ数ヶ月ですが、いろいろな経験をさせてもらっているんだなーと、娘の姿を 

見て感じ、日々の成長が嬉しく、楽しい毎日です。 

今までは預かる側だったのが、預ける側にもなり、両方の立場を経験することが出来るようになった 

ことで、母としても保育士としても成長していける一年にしたいと改めて感じた今日この頃です。 

  西東京市立みどり保育園 村上 美恵  

こわいを しって  

 へいわが わかった 

沖縄市立山内小学校 2 年 

 徳元 穂菜  

 

6 月 23 日沖縄慰霊の日 

ロシアがウクライナに軍事侵攻

してから、４ヵ月が過ぎた。 

何時 終えるのか？不安が募る 

ありえない！！  

人はなぜそんなに残酷で、愚かな

存在なのだろうか。 

  

 再び戦火にまみれることが無い

ようにと平和を誓った日から 77 年

経ち、また暑い夏がやって来た。

灼熱の陽に照らされ、絶望し、安

堵したあの日の親たち。 

繰り返してはならない.忘れてはい

けない出来事。やはり対岸の火事

では済まされないと思う。           

武田 


